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糸桜里の湯ばんげの使用料値上げ

第１回
（３月）
定例会

　

３
月
７
日
か
ら
20
日
ま
で
の
14
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
追
加
議
案
も
含
め
議
案
32
件
（
専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
１

件
、
人
事
案
件
２
件
、
条
例
制
定
・
改
廃
13
件
、
平
成
31
年
度
当
初
予
算
８
件
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
８
件
）
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
日
と
12
日
に
議
会
を
代
表
し
て
の
質
問
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
９
名
の
議
員
が
登
壇
し
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
14
日
に
は
各
常
任
委
員
会
を
開
き
提
出
さ
れ
た
議
案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

提
案
理
由　

 「
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
」
の
運

営
に
あ
た
り
、
施
設
に
係
る
指
定
管
理
料
の

よ
り
一
層
の
低
減
化
を
図
る
た
め
、
施
設
使

用
料
並
び
に
営
業
時
間
の
見
直
し
を
行
い
、

経
営
改
善
に
取
り
組
む
と
い
う
観
点
か
ら
、

利
用
料
金
及
び
営
業
時
間
に
つ
い
て
見
直
し

を
す
る
。

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

提
案
理
由　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申

を
受
け
、
平
成
32
年
3
月
末
ま
で
の
1
年
間
、

町
長
30
％
、
副
町
長
・
教
育
長
１５
％
給
与
を

減
額
す
る
。

町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

料
金
値
上
げ
に
よ
る
試
算
、
利
用

者
１５
％
減
少
見
込
み
に
は
、
回
数
券

売
上
・
休
憩
室
を
考
慮
し
て
い
な
い
、

時
間
の
短
縮
に
よ
る
利
用
者
減
少
も

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
、
料
金
値
上
げ

と
営
業
時
間
を
短
縮
す
る
な
ら
ば
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
が
求
め
ら
れ
る
が
、

何
ら
考
え
て
い
な
い
。

料
金
改
定
の
試
算
と
サ
ー
ビ
ス
を
も

う
一
度
検
討
し
て
提
案
す
べ
き
も
の

で
あ
り
、
本
案
に
反
対
す
る
。

反対討論（五十嵐一夫議員）

区分 現行額 改定案 改定額
（値上げ額）

１回券
大人 510円 600円 90円
老人 300円 400円 100円
小学校児童 300円 400円 100円

回数券
（ ６ 回券）

大人 2,550円
廃止老人 1,500円

小学校児童 1,500円

回数券
（12回券）
⇒（11回券）

大人 5,100円 6,000円 900円
老人 3,000円 4,000円 1,000円
小学校児童 3,000円 4,000円 1,000円

現行 変更後 変更時間

営
業
時
間

開館
時間 午前 ９ 時 午前 ９ 時 ―

閉館
時間 午後 ９ 時 午後 ８ 時 １時間短縮

反対討論（渡部正司議員）
　

本
議
案
の
減
給
に
よ
っ
て
、
一
部

の
責
任
逃
れ
や
行
政
へ
の
風
当
た
り

が
弱
ま
る
と
い
っ
た
甘
え
が
職
員
に

も
生
じ
、
現
状
認
識
が
ず
れ
て
し
ま

う
の
で
は
と
危
惧
す
る
。
こ
の
減
給

が
、
財
政
悪
化
の
免
罪
符
の
意
味
を

持
っ
て
は
な
ら
な
い
。
安
易
に
減
給

と
い
う
応
え
方
に
走
ら
ず
、
厳
し
い

町
民
の
声
を
真
っ
向
か
ら
受
け
止
め
、

職
責
を
担
う
べ
き
だ
。
本
議
案
に
反

対
す
る
。

反 対

反 対
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提
案
理
由　

現
行
の
各
事
業
に
設
置
さ
れ
て
い
る
審

議
会
の
整
合
性
を
図
り
、
料
金
等
改
定
や
運
営
全
般

に
つ
い
て
、
一
括
し
て
審
議
す
る
審
議
会
を
新
た
に

設
置
す
る
。

会
津
坂
下
町
上
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
設
置

条
例

　

本
議
案
に
は
、
審
議
会
の
委
員
に
町
議
会
議
員
が

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
立
法
機
関
と
執
行

機
関
と
の
対
立
型
を
と
る
民
主
的
な
地
方
制
度
の
趣

旨
に
反
し
、
執
行
機
関
に
よ
る
議
員
の
「
と
り
こ
み
」

を
意
味
す
る
も
の
で
適
切
で
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

町
議
会
議
員
は
、
二
元
代
表
制
の
観
点
か
ら
、
委
員

に
就
任
し
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
本
議

案
に
反
対
す
る
。

反対討論
（渡部正司議員）

№ 款 項 事業名 金額
（千円）

１
3  民生費 １  社会福祉費

プレミアム付商品券事業 1,572

２ 老人福祉費（保険年金班） 6,156

3 ８  土木費 ２  道路橋りょう費 社会資本整備総合交付金
事業（橋梁整備） 21,858

４

10 教育費

２  小学校費 教育施設整備事業
（エアコン） 91,064

５ 3  中学校費 教育施設整備事業
（エアコン） 82,950

６ ４  幼稚園費 幼稚園通園事業
（通園バス乗降所） 25,486

　

体
育
館
跡
地
の
幼
稚
園
児
通
園
事
業
、

通
園
バ
ス
送
迎
乗
降
所
は
、
他
に
も
候
補

地
が
あ
る
こ
と
、
南
小
学
校
校
庭
の
拡
張

の
千
歳
一
遇
の
機
会
で
あ
る
。
町
財
政
が

逼
迫
し
て
い
る
の
で
、
工
事
を
再
考
す
べ

き
で
あ
る
。

　

当
初
予
算
で
計
上
し
た
、
町
役
場
建
設

の
た
め
の
基
金
の
積
み
立
て
を
せ
ず
、
あ

い
づ
ふ
る
さ
と
基
金
返
還
金
１
億
７
千
万

円
を
他
の
事
業
等
に
使
っ
て
し
ま
う
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。

　

財
政
難
へ
の
取
り
組
み
、
予
算
執
行
の

変
更
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

反対討論（五十嵐一夫議員） 追
加
議
案
と
し
て
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
平
成
30
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
審

議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
会
に
は
、
議
決
権
が
あ
り
、
行
政
を
評
価
し

チ
ェ
ッ
ク
す
る
監
視
機
能
が
あ
り
ま
す
。
議
員
が
審

議
員
に
な
る
こ
と
は
、
そ
の
議
会
機
能
の
弊
害
に
な

る
可
能
性
が
払
拭
で
き
ず
、
懸
念
が
残
り
ま
す
。
し

た
が
い
ま
し
て
、
議
員
は
審
議
員
に
な
る
べ
き
で
は

な
い
と
い
う
立
場
か
ら
反
対
い
た
し
ま
す
。

反対討論
（佐藤宗太議員）

反 対

反 対

平
成
30
年
度
補
正
予
算

反 対

平成30年度繰越事業一覧表

＜歳出事業の主な変更内容（千円未満切り捨て）＞
①市町村生活バス路線運行……………………………… 901万円増
②坂下東第一土地区画整理事業特別会計への繰入金 … 1,169万円増
③予備費………………………………………………… 7,451万円増
④行政センター建設基金の積立額を変更…………… 6,700万円減
⑤新庁舎建設延期による関連事業費の減…………… 3,210万円減
⑥各特別会計への繰出金……………………………… 1,883万円減
⑦児童措置費（児童手当の受給対象者数の減） …… 1,000万円減
⑧プロフェッショナル経営体創出事業……………… 2,000万円減

平成30年度一般会計補正予算（第５号）の主な内容

補正前 補正額 補正後
７６億
６,５７２万 ７ 千円

△ １ 億
２,3８0万 ９ 千円

７５億
４,１９１万 ８ 千円
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条
例
廃
止

○
保
健
委
員
設
置
条
例

○
町
駐
車
場
条
例

31
年
度
当
初
予
算

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
介
護
保
険
特
別
会
計

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計30
年
度
補
正
予
算

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
５
号
）

○
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
５

号
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
３
号
）

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第

４
号
）

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
（
第
４
号
）

審
議
し
た

そ
の
他
の
議
案

専
決
処
分

○
坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

条
例
改
正

○
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に

関
す
る
条
例

○
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例

○
介
護
保
険
条
例

○
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

○
法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
関

す
る
条
例

○
水
道
事
業
に
係
る
布
設
工
事

監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理

者
に
関
す
る
条
例

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

○
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る

地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の

形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る

法
律
第
10
条
第
1
項
の
規
定

に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条

例

鈴
木
茂
雄
氏
（
再
任
）

【
桜
木
町　

61
歳
】
の
選

任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
31
年
４
月

よ
り
３
年
間
で
す
。

 

賛
成
全
員
で
同
意

渡
部
久
一
氏
（
新
任
）

【
新
栄
町　

68
歳
】
の
選

任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
31
年
４
月

よ
り
３
年
間
で
す
。

 

賛
成
全
員
で
同
意

人
事
案
件

件　　　名

1 ２ 3 ４ 5 ６ ７ 8 ９ 10 11 1２ 13 1４ 15 1６
物
江　

政
博

赤
城　

大
地

横
山　

智
代

渡
部　

正
司

小
畑　

博
司

佐
藤　

宗
太

山
口　
　

享

三
橋　
　

薫

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
正
康

渡
部　

順
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　

孝
一

酒
井　

育
子

猪
俣　

恒
雄

古
川　

庄
平

町長等の給与の特例に関する条例の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

長
会津坂下町上下水道事業運営審議会設置条
例 ○ ○ × × × × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

長
糸桜里の湯ばんげの設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

長

平成31年度会津坂下町一般会計予算 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
長

平成31年度会津坂下町坂下東第一地区土地
区画整理事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

平成31年度会津坂下町水道事業会計予算 ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

平成30年度会津坂下町一般会計補正予算（第
5号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

長
平成30年度会津坂下町坂下東第一地区土地
区画整理事業特別会計補正予算（第 ４号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

長
平成30年度会津坂下町水道事業会計補正予
算（第 5号） ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長
上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　欠：欠席　議長は採決に加わりません

教
育
長
の
任
命
（
議
案
第
２
号
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
（
議
案
第
３
号
）
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懇
談
会
で
議
会
に
い
た
だ
い
た
皆
様
の
要
望
・

意
見
・
諸
問
題
に
つ
い
て
は
議
会
で
十
分
議
論
し
、

で
き
る
事
か
ら
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
１
１
３
名

の
ご
参
加
を
頂
い
た
『
ば

ん
げ
」
未
来
ト
ー
ク
。

　

町
民
皆
様
の
多
種
多
様

な
意
見
を
お
聞
き
す
る
た

め
各
種
団
体
へ
議
員
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

実
施
期
間

平
成
31
年
12
月
31
日
ま
で

（
土
日
・
祝
日
・
夜
間
の

開
催
も
可
）

派
遣
時
間

約
1
時
間
半
程
度

対　
　

象

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
５
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ

が
町
内
で
実
施
す
る
集
会

へ
議
員
を
派
遣
し
ま
す
。

経　
　

費

無
料
。
た
だ
し
、
公
共
施

設
以
外
で
の
開
催
経
費
は

申
込
者
で
ご
負
担
く
だ
さ

い
。

テ
ー
マ
一
覧

①
移
住
定
住　

②
子
育
て

支
援
・
教
育　

③
産
業

振
興
・
雇
用　

④
高
齢
者
・

障
が
い
者
福
祉　

⑤
環

境
・
ま
ち
づ
く
り　

⑥
防

災　

⑦
そ
の
他

申
込
受
付

原
則
、
実
施
希
望
日
の
３

週
間
前
ま
で
に
議
会
事
務

局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

【
申
込
先
・
問
合
先
】

役
場　

議
会
事
務
局

電
話
84
―
１
５
０
７

派
遣
ま
で
の
流
れ

①
話
し
合
い
た
い
テ
ー
マ

を
選
択
し
、
議
会
事
務
局

へ
申
し
込
む

↓②
派
遣
す
る
議
員
を
調
整

↓③
当
日
、
議
員
が
出
向
い

て
意
見
交
換
を
行
う

↓④
い
た
だ
い
た
意
見
を
議

会
へ
持
ち
帰
り
調
査
検
討

し
ま
す
。

町教育委員（ 2月 8日役場中会議室にて）川西熟年講座（ 2月22日津尻温泉滝の湯にて）
　
全
教
育
委
員
に
加
え
、
教
育
長
、

教
育
課
、
こ
ど
も
課
も
同
席
し
て
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
①

今
後
の
小
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、

適
正
配
置
の
現
状
に
あ
る
が
少
子
化

対
応
は
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
②
い
じ
め
問
題
は
、
真
摯
に

向
き
合
う
こ
と
、
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
等
教
育
行
政
上
の
課
題
に
つ
い
て

は
町
財
政
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
な
ど

の
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。
重
要

課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

意
見
交
換
の
必
要
性
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

今年度もばんげ未来トークやります！申込は、議会事務局まで

　
事
前
に
質
問
が
あ
っ
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
、
高
寺
山

の
伝
説
解
明
に
つ
い
て
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
町
の
公
用
車
を
利
用
で
き
な
い

か
検
討
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出

さ
れ
る
な
ど
、
高
齢
者
の
交
通
手
段

が
減
少
し
て
い
る
現
状
を
共
通
課
題

と
し
て
認
識
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ばんげ未来トーク（町民・議会懇談会）

町
民
と
議
会
が
自
由
に

意
見
交
換
で
き
る
場


